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活動のポイント 

※写真（枠なし） 

活動がひとめでわかるものを

１枚掲載。 

休憩時間に今後の展望を語り合うメンバー 

阿部太郎さん 

中村雄司さん 

0564-45-2816 

環境整備・ 

広報活動 

第４日曜日 

［ 代 表 者 ］ 

［ 事 務 局 ］ 

［ 連 絡 先 ］ 

［活動概要］ 

 

［ 活 動 日 ］ 

・町内会や老人会との連携 

・地域のイベントに参加 

・学校の教育活動と連携 

・企業や個人への賛助依頼 

・回覧板で地域住民に活動を紹介 

・ホームページの作成と発信 

 約600年前、松平氏は岩津を平定して岩津城を築き、岩津松平氏の子

孫が安城・岡崎へと進出して、松平9代当主徳川家康公が天下統一を

果たしました。「岩津松平氏輝きの600年」推進懇話会は、岩津が持つこ

の歴史に着目し、岩津城跡の整備と岡崎北部地域の活性化のために活

動している市民活動団体です。 

 岩津生まれの阿部さんは、「岩津の町は寂しくなった。シャッターが下

りたままの店が目立ち、車は通りすぎるだけ。何とかこの町を元気にした

い。松平氏が岩津城から発展したように、岩津城跡をシンボルとして町

を活性化できないだろうか」と思い立ち、城跡へ。しかしそこは、長年放置

されて踏み入れないほど荒れていました。「これは一人や二人ではどうに

もできない。仲間を募ろう」と決心して、すぐに行動に移りました。 

 回覧板に『家康公のルーツは岩津にあり』などの読み物を定期的に載

せ、岩津城跡保存会と連携して城跡の整備を始めました。また、地元企

業や個人に働きかけて賛助会員を募ったり、地域のイベントや学校に出

向いて勉強会を開くなどの努力を続けました。 

 現在、ボランティア会員は100人以上となり、整備も順調に進んでいま

す。阿部さんは「人々が集い、歴史とロマンを求め、自然を体験する城山

を作りたい」と語ります。600年の時を超えて新たなシンボルとなった『岩

津城跡』。ぜひ一度訪れて、会の思いを感じてみてはいかがでしょうか。 

岩津城跡を覆う木や竹を切り倒すメンバー 

「岩津松平氏輝きの 

  600年」推進懇話会 
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市民活動センター 

ピックアップ情報 

市民活動やボランティア

活動に耳寄りな情報をお

届けします。 

  令和４年度岡崎市市民公益活動事業費補助金制度 

     事業成果報告会が開催されました          

 岡崎市では、多くの市民の皆さんが市民活動に参加し、あらゆる分野の市民活動が活性化する土壌を

作るため、資金面での支援として「岡崎市市民公益活動事業費補助金制度」を設けています。  

 補助団体事業の選定にあたっては、 岡崎市市民公益活動事業費補助金審査会による審査（書類審査、

プレゼンテーション審査等）を実施し、その審査結果に基づき市が交付決定します。  

 令和４年度は、環境保全、まちづくり、若者/子ども/妊産婦支援など幅広いジャンルから、自立支援型に

４団体、事業支援型に５団体の計９団体（※1）が補助金交付団体として採択されました。令和5年3月4日

（土）、岡崎市図書館交流プラザ・りぶら301会議室にて令和4年度報告会が開催され、補助金交付を受け

た団体が事業成果の報告を行いました。 

            （令和５年度岡崎市民公益活動事業費補助金申請は締め切っております） 

 ３分という持ち時間で、市民活動団体の皆さんは昨年１年間の活動内容をスピーチとスライドで発表し

ました。「機材や道具の購入やレンタル費用に充てられた」「チラシ作成・配布ができ集客につながった」

「専門性を持つ講師を招聘することで活動内容が高められた」など、補助金を有効に使い自団体の活動

の幅を広げることができたとの声が聞かれました。 

 審査員からは「行政の支援からこぼれてしまう、“狭間”で困っている市民を支援する事業であり、今後

も継続して欲しい」「若い層を取り込んだり、学校と協働するなど活動に広がりがあり地域に貢献してい

る」など高い評価がある一方で、「補助金頼みでは活動の継続性に不安が残る。補助金には限度もある

ため、資金の工面はいずれ自分たちで考えなくてはならない」との指摘もありました。その方策として、会

員を増やす（会費収入）/参加費・協力金を得る/クラウドファンディングに挑戦するなど、安定的に活動を

継続するためには【補助金の次の一手】の検討も重要な団体運営の課題であることが認識されました。 

 終了後には「互いの活動を知ることができてよかった。機会があれば協働したい」と団体同士が交流す

る姿も見られました。今後とも各団体がそれぞれのミッションの元、さらなる活動を広げていかれることを

期待しています。 

    ↓各団体の事業内容については岡崎市ホームページで公開しています。ぜひご覧ください↓ 

      https://www.city.okazaki.lg.jp/1100/1103/1126/p004809.html  ※１ 

自立支援型：「岩津松平氏輝きの600年」推進懇話会、岡崎百景の会、特定非営利活動法人コネクトス   

      ポット、岡崎ボードゲーム会 

事業支援型：岡崎星と遊ぶ会、自然観察の里を守る会、全日本竹水鉄砲合戦実行委員会、三土市俱楽部、 

      fun fun fun 



地域交流センター 

ピックアップ情報 

各地域交流センターの

お知らせや地域情報を

ご紹介します。 

あなたの活動が充実・発展する「市民活動サポート研修」 

 2022年度、各地域交流センターと市民活動セン

ターでテーマを分けて、市民活動団体が抱える課題

の解決やマネジメント力の向上を目的に、市民活動

サポート研修を開催しました。 

 各研修のアンケートでは、満足度が非常に高く、

「受講してよかった」「活動に活かしたい」という高評

価を多くいただくことができました。 

開催報告 

困っているのは本当にお金？という

整理から始まり、助成金等の意図を

読み取り理解するコツを学びました。 

▲SDGs研修＠むらさきかん 

最近よく耳にする「SDGs」を自分事

として捉え、活動に取り入れるため

の知識を学びました。 

▲IT利活用研修＠悠紀の里 

Google無料ツール等を活用して、

活動にかかる業務負担の軽減につ

なげる活用例を学びました。 

社会人が専門知識や技能を活かし

て社会貢献を行う「プロボノ」。市内

事例を紹介すると共に、受入希望

団体との交流会を行いました。 

開催告知 
   本年度も、各センターで市民活動サポート研修を開催します。スキルアップや課題解決につながるの 

  で、ぜひご参加ください。講座の詳細情報は、随時、本情報誌やホームページ等でお知らせします。 

 ★おかざき市民活動情報ひろば活用研修 6月6日（火）～25日（日）、要予約 

 2023年1月末にリニューアルされた「情報ひろば」サイトの更新方法をマンツーマンで学べます。   

 ★ボランティア研修 第1回：6/17 第2回：7/15 

 ボランティアの基礎知識、受け入れるときの心構えについて学べます。  

 ★資金調達力強化研修 第1回：7/8 第2回：2/3 

 実際の助成金や補助金を例に、先輩の声を参考に獲得のコツについて学べます。  

 ★IT利活用研修 第1回：1/20 第2回：2/17 

 身近なIT技術を活用し、活動の業務負担を軽減する方法について学べます。  

 ★人を巻き込む仕組みづくり研修 第1回：12/9 第2回：1/21 

 活動に人を巻き込むための工夫（共感力やPR・広報）について学べます。  

※事業名や日にちは変更になる場合があります。 

北 

南 

西 

東 

六ツ美 

なごみん 

よりなん 

やはぎかん 

むらさきかん 

悠紀の里 

チラシやインスタで、誰に、何を伝え

たいのか、情報を取捨選択し効果

的に相手に伝えるコツを学びまし

た。 

▲

これから活動をはじめていく人が参

加し、市民活動の基礎知識や活動

の勘所をつかむコツを学びました。 



お知らせコーナー 

な ご み ん 北 

- I nf orm ati on  &  Ev ent  Sc hed ul e -  

TEL 0564-66-8251 

FAX 0564-45-1521  

〒444-0031 愛知県岡崎市梅園町字3丁目6-6 TEL 0564-23-2888 / FAX 0564-23-2898 / E-mail info@okazaki-lita.com 

よ り な ん 南 

9:00-21:00 開館時間 

地域交流センター指定管理者/市民活動センター受託者                            
発 行 

休館日 
地域交流センター：月曜日（祝日の場合は翌日休館）、12/29-1/3 
市民活動センター：水曜日（祝日の場合は営業）、12/29-1/3 

TEL 0564-59-3600 

FAX 0564-54-3700 

りぶら 

西 やはぎかん 東 むらさきかん 

悠 紀 の 里  六ツ美 
TEL 0564-23-3114 

FAX 0564-23-3142  

TEL 0564-33-3665 

FAX 0564-32-7771  

TEL 0564-57-5050  

FAX 0564-43-3350  

TEL 0564-66-3066  

FAX 0564-48-1680 

2023年5月14日（日）10時～16時（予定） 

やはぎかん駐車場他 

公共交通機関・自転車等をご利用ください。     

 

日 時｜ 

会 場 

その他｜    

 やはぎかんでは地域の文化「花のとう」復活のため、昨

年度より地域の有志で立ち上げた「花のとう実行委員会」

のサポートを行ってきました。地域活

動の活性化と伝承文化の継承を目

指し、矢作地域の様々な主体が工

夫を凝らしたブースを設け、来場者

をお迎えします。 

「復活！花のとう」（仮題）で地域を盛り上げたい！ 

花咲ボランティアを募集します！ 

 なごみんでは玄関前の花壇のお花を年に２回植え

替えをしていて、今年は６月頃を予定しています。お花

の植え替えの後には茶話会（おしゃべり会）を開催しま

すので、興味のある方は

是非ご参加ください。 

 詳細はなごみんＨＰ 

に掲載します。 

▲2022年5月のようす 

館内美化活動ボランティア 募集中 

 よりなんの環境美化活動は多くのボランティアの皆

さんに助けられています。今年度も、季節ごとに館内装

飾や緑化活動など気軽にできるボランティアを募集し

ています。詳細はスタッフまでお尋ねください。 

●よりなん彩飾 

 季節の飾りを作る、材料の準備など  

●おひさまガーデン〈花植え・草取り〉 

 毎月第4木曜日 9:30～11:30 雨天中止 

むらさき麦まつり連携事業 

「市民活動博覧会2023」 開催 

 地域で行われる「むらさき麦まつり」と連携し、東部の 

まちづくり協議会の取組み紹介や、公益的な活動をして 

いる団体の日頃の活動報告や体験、販売などを行います。

ぜひ、ご来場ください。 

日    時｜ 

 

会 場｜ 

内 容｜ 

ボランティア常時募集中 

★ゆきガーデン（ガーデニング）     

 悠紀の里の花壇をスタッフと一緒にプランを立てながら、 

 花を植え、水やりや草取りをしましょう。 

★交流スペースに『楽しい季節の飾りつけ』 

 交流スペースを、季節の飾りや作品であたたかい空間に 

 してみませんか。  （詳細はお問合せください） 

2022年度『ちょボラ』へのご協力報告！ 

 日頃より市民活動センターでは『ちょボラ（ちょっとした

ボランティア）』の一環として、ペットボトルキャップ・プル

トップなどの収集を行っています。2022年度もたくさんの

ご協力をいただきありがとうございます。『ちょボラ』で集

ま っ た 資 源 は、回

収 業 者 の 方 や 活

動 団 体 の 協 力 を

経 て、子 ど も た ち

の暮らしや健康の

手助けになります。 

☆ペットボトルキャップ ：  71.2kg 

☆プルトップ   ：  7,862ｇ 

☆ベルマーク ：  2,693枚 

☆使用済インクカートリッジ ：  204個 

5月13日(土）10時～15時 

【展示は、5月2日(火)～5月20日(土)】 

東部地域交流センター・むらさきかん 

①体験 ②作品・活動内容展示 

③食品・物品販売     


